
代
表
質
問

松
尾
地
区
過
疎
地
域
指
定
に
つ
い
て

問

新
た
に
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
る

中
に
、
旧
松
尾
町
区
域
が
含
ま
れ
る
見
込
み

と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
指
定
の
要
件
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

対
す
る
市
長
の
率
直
な
感
想
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法︵
以
下
、「
新

過
疎
法
」と
い
う
。︶は
、急
激
な
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
に
あ
る
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
た
め
の
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
令
和

３
～
12
年
度
の
10
年
間
の
時
限
立
法
と
し
て

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、本
年
１
月
、令
和
２
年
国
勢
調
査

結
果
か
ら
、旧
松
尾
町
区
域
が
、本
年
４
月
１

日
に
過
疎
地
域
に
追
加
指
定
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

率
直
な
感
想
と
し
て
は
、
非
常
に
残
念
な

結
果
で
あ
り
、「
過
疎
」と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー

ジ
が
、
松
尾
地
域
の
住
民
や
地
域
事
業
者
の

方
々
に
与
え
る
影
響
を
思
う
と
、
誠
に
遺
憾

で
す
。

　

ま
た
、今
回
の
指
定
は
、地
域
の
人
口
推
移

の
特
性
が
制
度
上
の
要
件
に
合
致
し
た
結
果

で
あ
り
、「
第
２
期
山
武
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
掲
げ
る
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
推
計
と
は
大
差
が
な
く
、
人
口
減
少
が

想
定
以
上
に
進
行
し
た
も
の
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
必
要
性

を
、よ
り
一
層
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

答

総
合
政
策
部
長　
過
疎
地
域
の
指

定
は
、
人
口
の
減
少
率
を
み
る
人
口
要
件
と
、

全
国
平
均
と
比
較
し
た
財
政
力
要
件
で
判
断

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、人
口
要
件
は
、中
期
25
年
間︵
平
成

７
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
︶の
人
口
減
少
率

が
、
基
準
値
の
23
％
︵
全
人
口
減
少
団
体
の

平
均
値
︶
と
比

較
し
て
、
旧
松

尾
町
区
域
が
わ

ず
か
に
上
回
っ

た
た
め
、
該
当

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
区

域
お
よ
び
市
全

体
に
お
け
る
人

口
減
少
率
は
、

︻
表
１
︼の
と
お

り
で
す
。

　

次
に
、財
政
力
要
件
は
、直
近
３
年
間︵
平

成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
︶の
財
政

力
指
数
平
均
が
、
基
準
値
の
０
・
64︵
全
市

平
均
値
︶と
比
較
し
て
、
本
市
は
０
・
50
と

下
回
っ
た
た
め
、
該
当
と
な
り
ま
し
た
。

問

過
疎
地
域
へ
の
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答

総
合
政
策
部
長　
こ
の
指
定
に
伴

い
、
過
疎
対
策
事
業
実
施
の
た
め
の
交
付
金

支
給
な
ど
、
新
た
な
財
源
確
保
が
見
込
め
ま

す
。

　

新
過
疎
法
に
よ
る
と
、市
は
、県
が
定
め
る

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
方
針
に
基
づ
き
、
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
定
め
る
こ
と
と

し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
事
業
に
対

し
て
、
国
か
ら
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
後
、
県
と
協
議
を
交
え
な
が
ら
、
個
別

具
体
的
に
費
用
対
効
果
を
検
討
し
つ
つ
、
な

る
べ
く
市
全
体
に
効
果
が
及
ぶ
こ
と
に
も
配

慮
し
て
、
事
業
お
よ
び
計
画
の
構
築
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

こ
の
過
疎
地
域
指
定
を
契
機
と
し

て
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
な
が
る
企
業
誘
致

や
住
宅
地
供
給
の
た
め
の
宅
地
開
発
に
関
連

す
る
施
策
を
総
合
計
画
等
に
反
映
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

来
年
度
に
は
、
居
住
機
能

や
都
市
機
能
の
立
地
、
公
共
交
通
の
充
実
に

関
す
る
包
括
的
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る

立
地
適
正
化
計
画
策
定
に
つ
い
て
検
討
予
定

で
あ
り
、こ
れ
と
並
行
し
て
、生
活
圏
の
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
整
理
と
分
析
も
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。そ
の
う
え
で
、総
合
計
画
等
の
ま

ち
づ
く
り
の
計
画
に
関
連
施
策
を
反
映
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

財
政
運
営
に
つ
い
て

問

本
市
に
お
い
て
は
、
多
く
の
基
金

利
子
の
収
入
が
あ
り
ま
す
が
、
基
金
の
運
用

状
況
お
よ
び
運
用
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

財
政
課
長　
基
金
の
運
用
に
つ
い

て
は
、
市
が
定
め
て
い
る
基
金
運
用
方
針
に

基
づ
き
、運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
基
金
は
、
国
や
地
方
自
治
体
等

が
発
行
す
る
公
共

債
に
よ
る
債
券
と
、

預
貯
金
等
に
よ
る

現
金
の
二
種
類
で

運
用
し
て
お
り
、

本
年
１
月
末
現
在

に
お
け
る
基
金
の

運
用
額
は
、︻
表
２
︼

の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
基
金
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
基

金
ご
と
の
個
別
運
用
で
は
な
く
、
定
額
運
用
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【表１】人口要件の判定値
対象区域 人口減少率

旧松尾町区域 23.24％
旧成東町区域 12.30％
旧山武町区域 18.33％
旧蓮沼村区域 20.78％
市全体 17.06％

【表２】基金の運用額
種類 運用額の内訳

債券 89億9,464万5,963円
現金

（財政調整基金含む） 101億　519万8,051円

計 190億9,984万4,014円
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代
表
質
問・関
連
質
問

蓮
沼
海
浜
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て

問

昭
和
50
年
に
開
園
し
た
千
葉
県
立

蓮
沼
海
浜
公
園
は
、
今
後
の
在
り
方
を
考
え

る
と
、
長
寿
命
化
の
ほ
か
に
も
、
根
本
的
な

改
修
や
再
整
備
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
の
一
般
質
問
の

際
に
は
、
国
・
県
・
Ｎ
Ａ
Ａ︵
成
田
国
際
空

港
㈱
︶な
ど
の
関
係
機
関
に
、
積
極
的
に
再

整
備
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

蓮
沼
海
浜
公
園
は
、
山
武

市
に
と
っ
て
も
、九
十
九
里
地
域
に
と
っ
て
も
、

大
事
な
宝
で
あ
り
、
県
北
東
部
の
観
光
資
源

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、

開
園
後
45
年
が
経
過
し
、
施
設
の
大
幅
な
更

新
時
期
を
迎
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

市
と
し
て
は
、人
口
減
少
歯
止
め
の
一
手
と

し
て
も
、
通
年
型
観
光
資
源
の
開
発
や
再
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
、
要
望
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
谷
知
事
就
任
直
後
の
令
和
３
年

５
月
と
同
年
11
月
に
は
、知
事
を
訪
問
し
、蓮

沼
海
浜
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
要
望
書
の

提
出
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
11
月
22
日
、
知
事
が
山
武
市
を

訪
問
し
た
際
に
は
、
蓮
沼
海
浜
公
園
の
視
察

と
併
せ
、
再
整
備
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、知
事
か
ら
は
、蓮
沼
海
浜
公
園
の

再
整
備
は
重
要
で
あ
り
、
民
間
活
力
の
導
入

も
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
話
も
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、本
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、全

面
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

蓮
沼
海
浜
公
園
に
関
す
る
整
備
は
、

県
が
所
管
す
る
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
公
園

の
管
理
は﹁
公
園
緑
地
課
﹂が
、
地
域
振
興

策
の
検
討
は﹁
空
港
地
域
振
興
課
﹂が
、
公

園
の
海
側
に
あ
る
保
安
林
の
管
理
は﹁
森
林

課
﹂が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　
典
型
的
な
縦
割
り
行
政
で
あ
り
、
こ
れ
を

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
か
は
、
熊
谷
知

事
の
行
政
手
腕
と
、
知
事
を
含
め
関
係
部
署

に
対
し
て
行
う
山
武
市
か
ら
の
要
望
活
動
が

要
所
と
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　
九
十
九
里
海
岸
全
体
で
見

て
も
、蓮
沼
海
浜
公
園
は
観
光
の
中
心
と
な
っ

て
い
く
施
設
で
あ
り
、
開
園
か
ら
50
年
近
く

が
経
過
す
る
今
、さ
ら
な
る
50
年
を
、我
々
で

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

使
命
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
山
武
市
に
は
、
県
職
員
Ｏ
Ｂ
で

あ
る
上
大
川
副
市
長
も
加
わ
り
ま
し
た
の
で
、

共
に
要
望
活
動
を
行
い
、
各
関
係
機
関
と
の

十
分
な
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

基
金
を
除
い
た
基
金
の
う
ち
財
政
調
整
基
金

や
地
域
振
興
基
金
な
ど
、
同
様
の
性
質
を
持

つ
複
数
の
基
金
に
つ
い
て
、
一
括
運
用
の
手

法
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
一
体
的
に
管
理
・

運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、

債
券
運
用
利
子
と
し
て
約
６
３
６
６
万
円
、

預
金
利
子
と
し
て
約
98
万
円
の
合
計
約
６
４

６
４
万
円
を
、
基
金
利
子
と
し
て
収
入
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
確
実
か
つ
効
率
的
な
運
用
を
行

い
、
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

蓮
沼
海
浜
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て

問

蓮
沼
海
浜
公
園
の
各
施
設
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
後
の
比
較
も

併
せ
て
伺
い
ま
す
。

答

都
市
整
備
課
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
蓮
沼
海
浜
公
園

の
ど
の
施
設
に
お
い
て
も
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。

　

蓮
沼
海
浜
公
園
を
所
管
す
る
千
葉
県
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、蓮
沼
ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン

の
令
和
２
年
度
の
入
場
者
数
は
約
８
万
人
で
、

令
和
元
年
度
の
入
場
者
数
の
約
18
万
人
か
ら

約
54
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
数
は
、
令
和

元
年
度
の
約
２
万
人
か
ら
約
18
％
減
少
し
、

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
の
利
用
者
数
は
、
令
和
元

年
度
と
比
較
し
て
、
約
13
％
の
減
少
に
な
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

パークゴルフ場 こどものひろば
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